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Bean定義ファイル一覧

項番 名称 ファイル名

1 フレームワークBean定義ファイル FrameworkBean.xml

2 ジョブBean定義ファイル 任意

3 デフォルトBean定義ファイル DefaultValueBean.xml

4 データアクセスBean定義 dataAccessContext-batch.xml

5 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン AsyncBatchDaemonBean.xml

6 デーモン終了用ジョブBean定義ファイル StopDaemonBean.xml

7 非同期型起動用スレッドプール定義ファイル ThreadPoolContext-AsyncBatch.xml

8 同期型起動用スレッドプール定義ファイル ThreadPoolContext-batch.xml

9 非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（CommonJ用)定義ファイル AsyncBatchDaemonForCommonjBean.xml

10 ジョブスターター用ワークマネージャ定義ファイル WorkManagerContext.xml

11 ワーク用ワークマネージャ定義ファイル WorkManagerTaskContext-batch.xml

12 プレースホルダ設定定義ファイル PlaceHolderConfig.xml

13 チャンク別トランザクションモデル ChunkTransactionBean.xml

14 チャンク別トランザクションモデル (リスタート) ChunkTransactionForRestartBean.xml

15 チャンク別トランザクションモデル（ブレイク） ChunkTransactionForControlBreakBean.xml

16 非トランザクションモデル NoTransactionBean.xml

17 単一トランザクションモデル SingleTransactionBean.xml

18 ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル PartitionChunkTransactionBean.xml

19 ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル (リスタート) PartitionChunkTransactionForRestartBean.xml

20 ジョブ分割非トランザクションモデル PartitionNoTransactionBean.xml

21 ジョブ分割単一トランザクションモデル PartitionSingleTransactionBean.xml

22 ジョブ分割逐次単一トランザクションモデル SequentialSingleTransactionBean.xml

23 ファイルアクセス FileAccessBean.xml



フレームワークBean定義ファイル

1 PlaceHolderConfig.xml プレースホルダを定義したBean定義ファイル

2 DefaultValueBean.xml デフォルト値を定義したBean定義ファイル

3
messageSource org.springframework.context.support.ResourceBu

ndleMessageSource
リソースバンドルのBean定義。 basenames リソースの設定。

初期設定値は『ApplicationResources,
system-messages,application-messages』である。

4
messageAccessor jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.messages.

MessageAccessorImpl
メッセージ取得用クラスの設定 - -

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerF
actory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHandlerFactory』
である。

6

listPropertyPartit
ionKeyCollector

jp.terasoluna.fw.batch.standard.ListPropertyCo
llector

Bean定義リストCollector のPartitionKey
取得用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリス
トを使ってPartitionKey データを取得す
る。

collectedDataHandlerF
actory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHandlerFactory』
である。

7

stringArrayPropert
yPartitionKeyColle
ctor

stringArrayPropertyCollector 文 字 列 配 列 プ ロ パ テ ィ Collector の
PartitionKey取得用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字
列配列を使って、PartitionKeyデータを取
得する。

collectedDataHandlerF
actory

分割キー処理用ハンドラのファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.partition.PartitionKeyHandlerFactory』
である。

8

listPropertyCollec
tor

jp.terasoluna.fw.batch.standard.ListPropertyCo
llector

Bean定義リストCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリス
トを使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerF
actory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

9

stringArrayPropert
yCollector

stringArrayPropertyCollector 文字列配列プロパティCollector用Bean定
義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字
列配列を使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerF
actory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerF
actory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory チャンカー作成クラスの定義。 chunkSize
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

11

validationListProp
ertyCollector

jp.terasoluna.fw.batch.standard.ListPropertyCo
llector

Bean定義リストCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルに設定されたリス
トを使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerF
actory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecutorFactory』
である。

12

validationStringAr
rayPropertyCollect
or

stringArrayPropertyCollector 文字列配列プロパティCollector用Bean定
義。
ジョブBean定義ファイルに設定された文字
列配列を使って対象データを取得する。

collectedDataHandlerF
actory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecutorFactory』
である。

queryDAO 使用するQueryDao。
初期設定値は『queryDAO』である。

collectedDataHandlerF
actory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は
『jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationExecutorFactory』
である。

collectedDataHandlerF
actory

チャンカーを生成するファクトリクラス。
初期設定値は『jp.terasoluna.fw.batch.standard.ChunkerFactory』
である。

14

validator バリデータの定義。

15

validationResultHandl
er

入力チェック用XML設定ファイルのパスの定義。

collectorResultHandle
r

対象データ取得結果のハンドラBeanの定義。
初期設定値は『CollectorResultHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラのBean定義
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

defaultJobExceptionHa
ndler

デフォルト例外ハンドラ用Bean定義。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

batchUpdateResultHand
ler

バッチ更新の処理結果ハンドラ用Bean定義。
初期設定値は『batchUpdateResultHandler』である。

defaultJobExceptionHa
ndler

デフォルト例外ハンドラ用Bean定義
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラを格納したMapのBean定義。
初期設定値は『deexceptionHandlerMap』である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

18
baseQueueProcessor jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor キューから要素を取り出し、取り出したそ

れぞれの要素をパラメータとしてワーカー
を起動するマネージャ用Bean定義。

なし

supportLogicResultHan
dler

サポートロジックの処理結果ハンドラ用設定。
初期設定値は『transactionalSupportLogicResultHandler』である。

defaultJobExceptionHa
ndler

デフォルト例外ハンドラの設定。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラマップの設定。
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

supportLogicResultHan
dler

サポートロジックの処理結果ハンドラ用設定。
初期設定値は『supportLogicResultHandler』である。

defaultJobExceptionHa
ndler

デフォルト例外ハンドラの設定。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラマップの設定。
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

入力チェック対象
データ取得用コレ
クタ定義

データベースCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設
定されたDAOを使って、データベースから
対象データを取得する。

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSuppor
tProcessor

サポートロジックの起動用クラスのBean定
義。

サポートプロセッ
サ

standardSupportPro
cessor

jp.terasoluna.fw.batch.ibatissupport.IBatisDbC
ollectorImpl

データベースCollector用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設
定されたDAOを使って、データベースから
対象データを取得する。

baseWorker

IBatisDbPartitionK
eyCollector

baseManager

jp.terasoluna.fw.batch.ibatissupport.IBatisDbC
ollectorImpl

validationIBatisDb
ChunkCollector

jp.terasoluna.fw.batch.validation.ValidationEx
ecutorFactory

プレースホルダ

リソース定義

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker Chunkを処理単位として、Chunkが持つデー
タを入力とするビジネスロジックを実行す
るマネージャ用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.ibatissupport.IBatisDbC
ollectorImpl

データベースCollectorのPartitionKey 取
得用Bean定義。
ジョブBean定義ファイルでCollectorに設
定されたDAOを使って、データベースから
PartitionKeyデータを取得する。

IBatisDbChunkColle
ctor

マネージャ定義 jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager ジョブ等のフレームワークで規定する作業
単位を管理、実行するマネージャ用Bean定
義。

デフォルトBean定義ファイルのインポート

10

5

20

16

17

13

分割キー取得用コ
レクタ定義

対象データ取得用
コレクタ定義

入力チェック用の対象データ取得ハンドラ
（CollectedDataHandler）クラスの定義。
チャンク作成処理は、
collectedDataHandlerFactoryに設定され
たチャンカー生成用

Bean ID設定項目名称項番 Property概要propertyBean概要Classes/parent名

19

transactionalSuppo
rtProcessor

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transacti
on.TransactionalSupportProcessor

トランザクション処理用Bean定義。
SupportProcessorインタフェースの実装ク
ラス。



ジョブBean定義ファイル

1
ChunkTransactionBean.
xml

チャンク別トランザクションモデルBean定義ファイル

2
ChunkTransactionForRe
startBean.xml

リスタート機能を使用するチャンク別トランザクショ
ンモデルBean定義ファイル

3
ChunkTransactionForCo
ntrolBreakBean.xml

コントロールブレイク機能を使用するチャンク別トラ
ンザクションモデルBean定義ファイル

4
NoTransactionBean.xml トランザクション制御なしモデルのBean定義ファイル

5
PartitionChunkTransac
tionBean.xml

分割ジョブのチャンク別トランザクションモデルBean
定義ファイル

6
PartitionChunkTransac
tionForRestartBean.xm

リスタート機能を使用する分割ジョブのチャンク別ト
ランザクションモデルBean定義ファイル

7
PartitionNoTransactio
nBean.xml

分割ジョブのトランザクション制御なしモデルのBean
定義ファイル

8
PartitionSingleTransa
ctionBean.xml

分割ジョブの単一トランザクションモデルのBean定義
ファイル

9
SingleTransactionBean
.xml

単一トランザクションモデルのBean定義ファイル

10
SequentialSingleTrans
actionBean.xml

ジョブ分割逐次単一トランザクションモデルのBean定
義ファイル

11
FileAccessBean.xml ファイルアクセス用Bean定義ファイル

任意

12 親ジョブ前処理
parentjobPreLogicL
ist

org.springframework.beans.factory.config.ListF
actoryBean

分割ジョブ実行時の親ジョブの前処理設定 sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理から実行
される。

任意

13 親ジョブ後処理
parentjobPostLogic
List

org.springframework.beans.factory.config.ListF
actoryBean

分割ジョブ実行時の親ジョブの後処理の設定 sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理から実行
される。

任意

14 分割キー取得

partitionkeyCollec
tor フレームワークBean定義ファイル説明書の分割キー

処理用コレクタ定義から選択。

分割ジョブ実行時の分割キー取得処理定義 任意のプロパティ
『 IBatisDbPartitionKe
yCollector 』を選択し
た場合は『sql』

『sql』の場合はiBATISのSQL定義ファイルで定義され
たSQL IDを設定する。 分割ジョブの場

合は必須

15 対象データ取得
collector

任意のクラス名
対象データ取得用Beanの設定 任意のプロパティ

○

16 ビジネスロジック
blogic

ビジネスロジックの実装クラス
ビジネスロジックのBeanの設定 任意のプロパティ

○

17
ジョブコンテキス
ト

jobContext
パラメータ値等を格納するクラス

パラメータ値等を格納するクラスの設定 任意のプロパティ
○

18 ジョブ前処理
jobPreLogicList

org.springframework.beans.factory.config.ListF
actoryBean

ジョブ実行時のジョブの前処理設定 sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理から実行
される。

任意

19 ジョブ後処理
jobPostLogicList

org.springframework.beans.factory.config.ListF
actoryBean

ジョブ実行時のジョブの後処理設定 sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理から実行
される。

任意

20
先頭チャンク前処
理

firstchunkPreLogic
List

org.springframework.beans.factory.config.ListF
actoryBean

ジョブ実行時の先頭チャンク前処理設定 sourceList 前処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した前処理から実行
される。

任意

21
最終チャンク後処
理

lastchunkPostLogic
List

org.springframework.beans.factory.config.ListF
actoryBean

ジョブ実行時の最終チャンク後処理設定 sourceList 後処理として実行するクラスをリストに定義する。
複数定義した場合は、上位に定義した後処理から実行
される。

任意

22 セーブポイント
useSavepoint

org.springframework.beans.factory.config.Field
RetrievingFactoryBean

セーブポイント使用有無設定 staticField 使用する場合は『java.lang.Boolean.TRUE』を設定
任意

23 チャンクサイズ
chunkSize

java.lang.Integer
チャンクサイズ設定 -

任意

24
分割ジョブの多重
起動数

multiplicity
java.lang.Integer

分割ジョブの多重起動数設定 -
分割ジョブの場

合は必須

25 SqlMapConfig sqlMapConfigFileNa java.lang.String SqlMapConfigの設定 任意のファイル ジョブ毎にSqlMapを用意する場合に設定する。 任意

26

controlBreakDefIte
mList org.springframework.beans.factory.config.ListF

actoryBean

コントロールブレイクのブレイク定義情報の設
定

sourceList コントロールブレイクの定義情報をリストに定義す
る。複数定義した場合は、上位から処理される。リス
トに定義する内容については項番27,28を参照。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

27

breakKey コントロールブレイクのブレイクキーをリストに定義
する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

28

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイクハンド
ラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

29

breakKey チャンクコントロールブレイクのブレイクキーをリス
トに定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

30

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイクハンド
ラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

31

transControlBreakD
efItemList org.springframework.beans.factory.config.ListF

actoryBean

トランスチャンクコントロールブレイクのブレ
イク定義情報の設定

sourceList トランスチャンクコントロールブレイクの定義情報を
リストに定義する。複数定義した場合は、上位から処
理される。リストに定義する内容については項番32,33
を参照。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

32

breakKey トランスチャンクコントロールブレイクのブレイク
キーをリストに定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

33

contorlBreakHandler ブレイクキーに対応したコントロールブレイクハンド
ラを定義する。

任意
（コントロール
ブレイクに対応
した雛形をイン
ポートする）

必須

処理モデルインポート

項番 Bean ID Classes/parent名設定項目名称 property概要概要 property

○
処理モデルを一
つ選び、イン

ポートする必要
がある

トランスチャンクコントロールブレイクのブレ
イクキーおよびブレイクキーに対応するハンド
ラの設定

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBre
akDefItem

チャンクコントロールブレイクのブレイクキー
およびブレイクキーに対応するハンドラの設定

チャンクコント
ロールブレイク定
義情報

chunkControlBreakD
efItem

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBre
akDefItem

トランスチャンク
コントロールブレ
イク定義情報リス
ト

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBre
akDefItem

コントロールブレ
イク定義情報リス
ト

コントロールブレイクのブレイクキーおよびブ
レイクキーに対応するハンドラの設定



デフォルトBean定義ファイル

1
endFileChecker jp.terasoluna.fw.batch.init.EndFileChecker ジョブ終了制御用Bean定義。 endFileDir 終了ファイル検出ディレクトリのパス。

初期設定値は『batchapps/BE-03/EndFile』である。
period 起動周期。

初期設定値は『8000』である。
timerTask スケジュール起動対象。

初期設定値は『endFileCheck』である。

daemon 初期設定値は『false』である。

scheduledTimerTasks スケジュールタスク用設定。
初期設定値は『scheduledTask』である。

4

useCache org.springframework.beans.factory.config.FieldRet
rievingFactoryBean

BeanFactoryのキャッシュ有無のデフォルト設
定。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

staticField 初期設定値は『java.lang.Boolean.FALSE』である。

5
parentjobPreLogicLi
st

org.springframework.beans.factory.config.ListFact
oryBean

ジョブ分割前処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

6
parentjobPostLogicL
ist

org.springframework.beans.factory.config.ListFact
oryBean

ジョブ分割後処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

7
jobPreLogicList org.springframework.beans.factory.config.ListFact

oryBean
ジョブ前処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

8
jobPostLogicList org.springframework.beans.factory.config.ListFact

oryBean
ジョブ後処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

9
firstchunkPreLogicL
ist

org.springframework.beans.factory.config.ListFact
oryBean

先頭チャンク前処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

10
lastchunkPostLogicL
ist

org.springframework.beans.factory.config.ListFact
oryBean

最終チャンク後処理のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

sourceList 初期設定値は『空白リスト』である。

11
chunkSize java.lang.Integer チャンクサイズ用Bean定義。

ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

初期設定値は『20』である。

12
useSavepoint org.springframework.beans.factory.config.FieldRet

rievingFactoryBean
セーブポイント有無のデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

staticField 初期設定値は『java.lang.Boolean.FALSE』である。

13

JobStatusSummarizer jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardJobStatus
Summarizer

処理状態の結果ハンドラのデフォルトBean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

- -

14

exitCodeMap org.springframework.beans.factory.config.MapFacto
ryBean

終了コードのデフォルトBean定義。ジョブBean定
義に設定がある場合、ジョブBean定義が優先され
る。

sourceMap 初期設定は以下の通り。
Key:ENDING_NORMALLY value:0
Key:ENDING_ABNORMALLY value:100
Key:SUSPENDING value:200

15

useMonitorable org.springframework.beans.factory.config.FieldRet
rievingFactoryBean

ジョブ監視有無のデフォルトBean定義。ジョブ
Bean定義に設定がある場合、ジョブBean定義が優
先される。

staticField 初期設定値は『java.lang.Boolean.FALSE』である。

16

manageableJobSize java.lang.Integer ジョブ監視の上限値用Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

- 初期設定値は『20』である。

17

sqlMapConfigFileNam
e

java.lang.String SqlMapConfigのデフォルトBean定義。ジョブBean
定義に設定がある場合、ジョブBean定義が優先さ
れる。

sqlMapConfigFileName 初期設定値は
『common/sql-map-config.xml』である。

18

chunkQueueLength java.lang.Integer チャンクキューのサイズ用Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

- 初期設定値は『10』である。

19

partitionQueueLengt
h

java.lang.Integer 分割キーキューのサイズ用Bean定義。
ジョブBean定義に設定がある場合、ジョブBean定
義が優先される。

- 初期設定値は『10』である。

20

例外ハンドラ exceptionHandlerMap org.springframework.beans.factory.config.MapFacto
ryBean

例外ハンドラマップのBean定義。 sourceMap ハンドラマップ値の設定。
初期設定値は『
CollectorException=jp.terasoluna.batch.sample.bc01.
CollectorExceptionHandlerImpl
JobException=jp.terasoluna.fw.batch.standard.Standa
rdJobExceptionHandler
』である。

21
デフォルト例外ハ
ンドラ定義

defaultJobException
Handler

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardJobExcept
ionHandler

JobException用デフォルト例外ハンドラのBean定
義。

なし

22
Throwableハンドラ
定義

throwableHandler jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardThrowable
Handler

ThrowableハンドラのBean定義 なし

23

BLogicResultHandler jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBLogicRes
ultHandler

ビジネスロジック結果ハンドラBean定義。
BLogicResultHandlerの実装クラス。

なし

24

TransactionalBLogic
ResultHandler

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalBLogicResultHandler

チャンク別トランザクションモデル用ビジネスロ
ジック結果ハンドラBean定義。
BLogicResultHandlerの拡張クラス。

なし

25

CollectorResultHand
ler

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardCollector
ResultHandler

Collector結果ハンドラBean定義。
StandardBLogicResultHandlerの実装クラス。

なし

26

batchUpdateResultHa
ndler

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teResultHandler

バッチ更新処理結果ハンドラBean定義。
BatchUpdateResultHandlerの実装クラス。

なし

27

supportLogicResultH
andler

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportLo
gicResultHandler

サポート処理実行結果ハンドラBean定義。
SupportLogicResultHandlerの実装クラス。

なし

28

validationConfigLoc
ations

org.springframework.beans.factory.config.ListFact
oryBean

入力チェック定義ファイルとルールファイルの
Bean定義。

sourceList 初期値は
『/common/validator-rules.xml、
/common/validator-rules-ex.xml、
/common/validationCommon.xml』である。

29

validationResultHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.validation.StandardValidat
ionResultHandler

入力チェック処理結果ハンドラBean定義。
ValidationResultHandlerの実装クラス。

なし

org.springframework.scheduling.timer.TimerFactory
Bean

監視用タイマファクトリ用Bean定義。
Commonj対応機能を使用する際には
『WorkManagerTaskContext-batch.xml』の設定が
有効になるため『DefaultValueBean.xml』の設定
は無効になる。

デフォルト定義。
ジョブBean定義に
設定がある場合、
ジョブBean定義が
優先される。

ジョブ終了監視用ク
ラス定義

スケジュールタスク用Bean定義。
Commonj対応機能を使用する際には
『WorkManagerTaskContext-batch.xml』の設定が
有効になるため『DefaultValueBean.xml』の設定
は無効になる。

org.springframework.scheduling.timer.ScheduledTim
erTask

入力チェック

処理結果ハンドラ

2

scheduledTask

3

タイマ timerFactory

Bean概要 property Property概要項番 設定項目名称 Bean ID Classes/parent名



データアクセスBean定義ファイル

driverClassName JDBCのドライバの設定。

url 接続先のURLの設定。

username ユーザアカウントの設定。

password パスワードの設定。

poolPreparedStatements PreparedStatementsのプーリング有無（デフォルトはtrue）

defaultAutoCommit オートコミットの有無（デフォルトはfalse）

3

トランザクション
プロキシ

baseTransactionPro
xy

org.springframework.transaction.interc
eptor.TransactionProxyFactoryBean

トランザクションプロキシのベース定義と
なる親Bean定義。
Worker定義のtarget属性に指定するBean。
子のBean定義で属性をオーバーライドする
ことができる。
Springで提供されているファクトリクラス
のBean定義。
任意のクラスにトランザクション制御コー
ドを付加したプロキシクラスを生成する。

transactionManager トランザクションマネージャの設定。
プロキシ対象のBean、およびトランザクション定義情報の設
定は、このbaseTransactionProxyを親定義とするフレーム
ワークのBean定義で行われている。
初期設定値は『transactionManager』である。

configLocation 使用するSQLMapの定義ファイルの設定。
初期設定値は『sqlMapConfigFileName』である。(デフォルト
Bean定義ファイル参照）

dataSource 使用するデータソースBeanの設定。
初期設定値は『dataSource』である。

5
queryDAO jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.QueryDAOiB

atisImpl
参照系のDAOのBean定義。 sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。

初期設定値は『sqlMapClient』である。

6
updateDAO jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.UpdateDAOi

BatisImpl
更新系のDAOのBean定義。 sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。

初期設定値は『sqlMapClient』である。

7
spDAO jp.terasoluna.fw.dao.ibatis.StoredProc

edureDAOiBatisImpl
ストアドプロシジャ用のDAOのBean定義。 sqlMapClient 使用するSQLMapClientの設定。

初期設定値は『sqlMapClient』である。

1

データソース dataSource org.apache.commons.dbcp.BasicDataSourc
e等

DataSourceのBean定義。
DBCPによるコネクションプーリングを行
う。

使用するデータソースBeanの設定。
初期設定値は『dataSource』である。

dataSourceトランザクション
マネージャ

transactionManager org.springframework.jdbc.datasource.Da
taSourceTransactionManager

単一のJDBCデータソース向けのトランザク
ションマネージャBean定義。

DAO

2

iBATIS データベース層のためのSQLMapの
Bean定義。

SQLMapClient sqlMapClient org.springframework.orm.ibatis.SqlMapC
lientFactoryBean

4

Bean ID設定項目名称項番 Property概要propertyBean概要Classes/parent名



非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3
parentjobPreProcess
or

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ前処理
の定義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5
parentjobPostProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ後処理
の定義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobContext 親ジョブ用ジョブコンテキストの定義。 - -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『 /common/FrameworkBean.xml,/common/dataAccessContext-
batch.xml,/common/ThreadPoolContext-AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

10 preJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ前処理
の定義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init.
AsyncJobPreLogic

非同期用ジョブ前処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13 postJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.tran
saction.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ後処理
の定義。

supportProcessor 項番14を参照

14 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardS
upportProcessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init.
AsyncJobPreLogic

非同期用ジョブ後処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFa
ctory

項番17を参照

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

17 -
jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInfo
HandlerFactory

ジョブ依頼情報格納用ワーカキュー生成用
クラスの定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視を行わない場合
は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.config.F
ieldRetrievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.stand
ard.ThreadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイズ multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『1』

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardWo
rkQueueFactory

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネージャの定義。

非同期バッチ起動用作業キュー作成クラス
の定義。

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInfo
Collector

非同期ジョブ起動時のジョブ依頼情報取得
用クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProc
essor)

ジョブ起動用クラスの定義。

childJobManager

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init.
JobExecutor

親ジョブ用キュー処理クラスの定義。

batchDaemonJobColle
ctor

バッチ起動用ワー
カ

16
コレクター

9

キュープロセッサ8
asyncBatchDaemonQue
ueProcessor

設定項目名称

2 -

ジョブ管理テーブル用ハンドラのBean定
義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.trans
action.TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.monitor.Monitorable
JobStatus

MonitorableJobStatu
s

ジョブの処理状況用Bean定義。

スレッド管理

ジョブ管理テーブ
ル

JobControlTableHand
ler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobControlTabl
eHandlerImpl



デーモン終了用ジョブBean定義ファイル

1 jobManager
jp.terasoluna.fw.batch.init.NullWorker 非同期バッチ起動用のマネージャ - -

2 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init.AsyncJo
bContext

ジョブコンテキスト - -

3
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視を行わない
場合は設定する必要はない。

4
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

5
JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。 partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

項番 Bean ID

非同期バッチ起動
用のマネージャ

設定項目名称 property概要概要 propertyClasses/parent名

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。



非同期型起動用スレッドプール定義ファイル

constructor-arg スレッド数の設定。
初期設定値は『２０』である。

defaultJobExceptionHan
dler

デフォルト例外ハンドラの設定。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラマップの設定。
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

Bean ID設定項目名称項番 Property概要propertyBean概要Classes/parent名

フレームワークが利用するスレッドプールのBean
定義。

1

スレッドプール管
理

workerExecuterServi
ce

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.standard.Fix
edThreadPoolWorkerExecuterService



同期型起動用スレッドプール定義ファイル

constructor-arg スレッド数の設定。
初期設定値は『threadSize』である。

defaultJobExceptionHan
dler

デフォルト例外ハンドラの設定。
初期設定値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap 例外ハンドラマップの設定。
初期設定値は『exceptionHandlerMap』である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

項番 Property概要propertyBean概要Classes/parent名Bean ID設定項目名称

フレームワークが利用するスレッドプールのBean
定義。

1

スレッドプール管
理

workerExecuterServi
ce

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.standard.Fix
edThreadPoolWorkerExecuterService



非同期型ジョブ起動機能バッチデーモン（CommonJ用)

name 初期値『AsyncBatchDaemonManager』
collector 項番16を参照
workQueueFactory 項番2を参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService フレームワークBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番8を参照
queueLength 初期値『10』
multiplicity 項番29を参照

3
parentjobPreProcess
or

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ前処理の定義。 - -

5
parentjobPostProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ後処理の定義。 - -

7 jobContext
jp.terasoluna.fw.batch.init.RootJobContext 親ジョブ用ジョブコンテキストの定義。 - -

name 初期値『asyncBatchDaemonQueueProcessor』

worker 項番9を参照
constructor-arg Bean定義ファイル

初期値
『 /common/FrameworkBean.xml,/common/dataAccessContext
-batch.xml,/common/WorkManagerTaskContext-
batch.xml,/common/ValidationContext-AsyncBatch.xml』

async 非同期起動有無フラグ
初期値『true』

preJobProcessor 項番10を参照
postJobProcessor 項番13を参照
jobParametersSplitStr ジョブパラメータの区切り文字

初期設定値は『,』である。
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

10 preJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList 項番12を参照

12 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init.AsyncJo
bPreLogic

非同期用ジョブ前処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

13 postJobProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りのジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番14を参照

14 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList 項番15を参照

15 -
jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.init.AsyncJo
bPostLogic

非同期用ジョブ後処理の定義。 jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

collectedDataHandlerFa
ctory

項番17を参照

jobControlTableHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

intervalSeconds ジョブ管理テーブルの監視周期（秒）
初期値『10』

refreshCount 初期値『20』

17 -
jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInfoHandler
Factory

ジョブ依頼情報格納用ワーカキュー生成用クラス
の定義。

- -

18
mbeanRegister ジョブ監視用Bean定義

初期設定値は『MBeanRegister』であり、監視を行わない場
合は設定する必要はない。

19
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

20
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

21
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

22
transactionManager トランザクションマネージャのBean定義。

データアクセスBean定義ファイルを参照。

23
useSavepoint セーブポイント有無のBean定義。

デフォルトBean定義ファイルを参照。

24
partitionNo ジョブパーティション番号のBean定義。

初期設定値は『-1』である。

25 ジョブ監視

useMonitorable org.springframework.beans.factory.config.FieldRet
rievingFactoryBean

ジョブ監視有無のBean定義。 staticField 初期値『java.lang.Boolean.FALSE』

26

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

27

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
データアクセスBean定義ファイルを参照。

28

threadSize jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.standard.Thr
eadSizeFactoryBean

スレッドプール作成時のサイズ multiplicity 項番29を参照。

29

multiplicity java.lang.Integer 多重度 constructor-arg 初期値『3』

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名項番

jobManager

Bean ID

1

非同期バッチ起動
用マネージャ

property概要概要 property

非同期バッチ起動用マネージャの定義。

親ジョブ用キュー処理クラスの定義。

batchDaemonJobColle
ctor

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

非同期バッチ起動用作業キュー作成クラスの定義
（CommonJ用）。

ジョブ起動用クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobRequestInfoCollect
or

非同期ジョブ起動時のジョブ依頼情報取得用クラ
スの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

-

バッチ起動用ワー
カ

childJobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.JobExecutor

16

9

コレクター

キュープロセッサ8
asyncBatchDaemonQue
ueProcessor

設定項目名称

2

ジョブ管理テーブル用ハンドラのBean定義。

ジョブの処理状況
クラス定義

ジョブの処理状況
クラス

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalJobStatus

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableTransac
tionalJobStatus

MonitorableJobStatu
s

ジョブの処理状況用Bean定義。

スレッド管理

ジョブ管理テーブ
ル

JobControlTableHand
ler

jp.terasoluna.fw.batch.init.JobControlTableHandle
rImpl



ジョブスターター用ワークマネージャ定義ファイル 

workManager 項番2を参照。
初期値は『manager』である。

workListener 項番3を参照。
初期値は『listener』である。

workManagerName weblogic-application.xml に記述される、WorkManager
定義のname属性を参照。
初期値は『wm/BatchWorkManager』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

3 ワークリスナー
listener jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listener.JobExe

cutorListener
ワークリスナーの定義 jobResultInfoHandler 項番6を参照。

4
SqlMapConfigファ
イルPath

sqlMapConfigFileNa
me

java.lang.String SqlMapConfigファイルのパス定義 constructor-arg 使用するSQLMapConfigの定義ファイルの設定。
初期値は『common/sql-map-config.xml』である。

queryDAO 参照系のDAOのBean定義。
初期値は『queryDAO』である。

updateDAO 更新系のDAOのBean定義。
初期値は『updateDAO』である。

updateDAO 参照系のDAOのBean定義。
初期値は『updateDAO』である。

transactionManager データアクセスBean定義を参照。
初期値は『transactionManager』である。

ジョブ管理テーブル用ハンドラの定義

ジョブ結果テーブ
ル用ハンドラ

jobResultInfoHandl
er

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.transaction.Job
ResultInfoHandlerImpl

ジョブ結果テーブル用ハンドラの定義

2

5

6

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.init.JobStarter
Impl

org.springframework.scheduling.commonj.WorkMan
agerTaskExecutor

ワークマネージャ

manager

ジョブ管理テーブ
ル用ハンドラ

jobMessageTableHan
dler

jp.terasoluna.fw.batch.jobmessage.JobMessageTa
bleHandlerImpl

Classes/parent名項番

jobStarter

Bean ID

1 ジョブスターター

設定項目名称

ワークマネージャの定義

property概要概要 property

ジョブ起動の定義



ワーク用ワークマネージャ定義ファイル

defaultJobExceptionHan
dler

デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『defaultJobExceptionHandler』である。

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『exceptionHandlerMap』である。

workManager 項番2を参照。
初期値は『taskExecutor』である。

workListener 項番3を参照。
初期値は『workListener』である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

workManagerName weblogic-application.xmlに記述される、WorkManager定
義のname属性を参照。
初期値は『wm/BatchWorkManager』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

3 workListener
jp.terasoluna.fw.batch.commonj.listener.WorkQueue
Listener

ワークリスナーの定義 - -

delay 遅延時間の設定。
初期値は『0』である。

period 繰り返す周期の設定。
初期値は『8000』である。　（単位は『ms』)

fixedRate 初期値は『false』である。

runnable デフォルトBean定義ファイルを参照。
初期値は『endFileChecker』である。

timerManagerName weblogic-application.xmlに記述される、WorkManager定
義のname属性を参照。
初期値は『timer/FileCheckTimer』である。

resourceRef 初期値は『true』である。

shared 初期値は『true』である。
タイマーはシングルトンである必要があるため、必ず
trueである必要がある。

scheduledTimerListener
s

タイマーリスナーのBean定義。
listタグにより複数のリスナーを設定できる。
初期値は『scheduledTask』である。

jndiTemplate JNDI環境設定。
初期値は『jndiTemplateForTimerManager』である。

4

5

設定項目名称

2

タスク実行の定義

taskExecutor

org.springframework.scheduling.commonj.ScheduledT
imerListener

監視

スケジューラーの定義
Commonj対応機能を使用する際には
『WorkManagerTaskContext-batch.xml』の設定が
有効になるため『DefaultValueBean.xml』の設定
は無効になる。

timerFactory org.springframework.scheduling.commonj.TimerManag
erFactoryBean

タイマーの定義
Commonj対応機能を使用する際には
『WorkManagerTaskContext-batch.xml』の設定が
有効になるため『DefaultValueBean.xml』の設定
は無効になる。

scheduledTask

property概要概要 property

ワーク管理の定義jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskExe
cutorService

Classes/parent名項番

workerExecutorServi
ce

Bean ID

1

ワーク管理

org.springframework.scheduling.commonj.WorkManage
rTaskExecutor



プレースフォルダ設定定義ファイル

1 プレースホルダ -
org.springframework.beans.factory.config.Property
PlaceholderConfigurer

ジョブが使用するプレースホルダの設定定義。 locations 使用するプレースホルダのパスを定義する。
初 期 値 は 『 jdbc.properties 』
『template/workQueueFactory.properties』

項番 Bean ID設定項目名称 property概要概要 propertyClasses/parent名



チャンク別トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecuterService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番8を参照

8
chunkTransactionWor
ker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalWorker

トランザクション制御有りのワーカ定義。 jobWorker 項番9を参照

blogicExecutor 項番10を参照
batchUpdateProcessor 項番11を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

11
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

14
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『2』

ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatusJobStatus

chunkTransactionQue
ueProcessor

10 blogicExecutor

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

MonitorableJobStatu
s

ジョブの処理状況
クラス

12

13

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

ビジネスロジック実行クラスの定義。

7 キュープロセッサ

Classes/parent名設定項目名称

1 jobManager

マネージャ

-

property概要概要 property

9 jobWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

2

項番 Bean ID

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

キュー処理クラスの定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成クラスの定義。

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory



チャンク別トランザクションモデル (リスタート)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
jobRestartTableHandler 項番21を参照
jobManager 項番2を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番3参照
preProcessor 項番4を参照
postProcessor 項番7を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照
jobRestartTableHandler 項番21を参照

preProcessor 項番5を参照

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

5
restartJobPreProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler 項番21を参照

postProcessor 項番8を参照

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

8
delegatedJobPostPro
cessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番9を参照

9 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList
デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番11を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番12を参照
jobWorker 項番14を参照
jobRestartTableHandler 項番21を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

jobWorker 項番14を参照
jobRestartTableHandler 項番21を参照
supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
sqlKey リスタート情報クリア用SQL

初期設定値は『jobRestart.DELETE_JOB_RESTART_CLEAR』
である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

blogicExecutor 項番15を参照
batchUpdateProcessor 項番16を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

16
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

19
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

queryDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

jobRestartInfoFactory 項番22を参照

21
ジョブリスタート
情報用パラメータ
クラス

JobRestartInfoFacto
ry

jp.terasoluna.fw.batch.restart.StandardJobRestart
InfoFactory

ジョブリスタート情報用パラメータクラスのBean
定義。

なし なし

ジョブリスタート管理テーブルのハンドラクラス
用Bean定義。20

ジョブリスタート
管理テーブルハン
ドラ

JobRestartTableHand
ler

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobRestartTableHan
dler

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

18

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

17

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

チャンク処理クラスの定義。

12

14 jobWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

15 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

ビジネスロジック実行クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

restartPointUpdater

13 restartPointCloser

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPointCloser

11
chunkTransactionWor
ker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalWorker

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory-

リスタート時のジョブ前処理の定義。

10 キュープロセッサ
chunkTransactionQue
ueProcessor

4

キュー処理クラスの定義。

3

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPostProcess
or

項番 Bean ID

2 delegatedJobManager

1 jobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobContextRestorer

設定項目名称

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成クラスの定義。

リスタートポイント削除用ワーカクラスの定義。

property概要概要 property

チャンク処理クラスの定義。

7

マネージャ

ワーカ

リスタート実行用マネージャ定義。

jobPreProcessor

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPreProcesso
r

リスタートポイント登録用ワーカクラスの定義。jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPointUpdate
r

jobPostProcessor

リスタート時のジョブ後処理の定義。



チャンク別トランザクションモデル (ブレイク)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『chunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecuterService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『chunkTransactionQueueProcessor』
worker 項番8を参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番9を参照
blogicExecutor 項番10を参照
batchUpdateProcessor 項番13を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler フレームワークBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
blogicExecutor 項番12を参照
controlBreakProcessor 項番11を参照
controlBreakDef 項番14を参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

13
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

controlBreakDefItemList ジョブBean定義ファイルを参照

chunkControlBreakDefItem ジョブBean定義ファイルを参照

transChunkControlBreakDefIt
emList

ジョブBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

14
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

マネージャ

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

ビジネスロジック実行クラスの定義。

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

キュー処理クラスの定義。

トランザクション制御有りのワーカ定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBreakB
LogicExecutor

7 キュープロセッサ
chunkTransactionQue
ueProcessor

12 blogicExecutor

controlBreakBlogicE
xecutor

property概要概要 property

9 controlBreakWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

8
chunkTransactionWor
ker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalWorker

2

項番 Bean ID

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名設定項目名称

1 jobManager

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory-

ジョブの処理状況
クラス

12

13

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

MonitorableJobStatu
s

ジョブの処理状況用Bean定義。jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatusJobStatus

コントロールブレイク用ビジネスロジック実行ク
ラスの定義。

10

controlBreakProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBreakP
rocessor

コントロールブレイク処理実行クラスの定義。

11

コントロールブレイク情報クラスの定義。

14

コントロールブレ
イク

controlBreakDef jp.terasoluna.fw.batch.controlbreak.ControlBreakD
ef



非トランザクションモデル 

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『noTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番4を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番5を参照

3 jobPreProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

4 jobPostProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『noTransactionQueueProcessor』
worker 項番6を参照
blogicExecutor 項番7を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

batchUpdateProcessor 項番8を参照

batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

8
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

11
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

10

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

9

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

ビジネスロジック実行クラスの定義。

キュー処理クラスの定義。

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成クラスの定義。

チャンク処理クラスの定義。

6

7 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

noTransactionWorker

baseWorker
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker)

ワーカ

property概要概要 property

マネージャ定義

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory-

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Bean ID

jobManager

Classes/parent名

noTransactionQueueP
rocessor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

設定項目名称

2

5 キュープロセッサ

項番

1



単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『singleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照

3 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りのジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値『singleTransactionQueueProcessor』
worker 項番10を参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
preProcessor 項番8を参照
postProcessor 項番9を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

8
firstchunkPreProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

9
lastchunkPostProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番11を参照
batchUpdateProcessor 項番12を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

12
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

15
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ constructor-arg 初期値『1』

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

14

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

13

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

チャンク処理クラスの定義。

ビジネスロジック実行クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalQueueProcessor

キュー処理クラスの定義。

10
singleTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

11 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

ワーカ

項番 Bean ID

1 jobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名設定項目名称

singleTransactionQu
eueProcessor

キュープロセッサ

property概要概要 property

7

ジョブ実行マネージャの定義。

commonj対応作業キュー生成クラスの定義。jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory-2

マネージャ



ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『partitionChunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProcess
or

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの親ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの親ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照

10 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの子ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション制御有りの子ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番15を参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番16を参照
blogicExecutor 項番18を参照
batchUpdateProcessor 項番17を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

17
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

21
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

20

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

19

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

トランザクション制御有りのワーカ定義。

18 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

ワーカ

チャンク処理クラスの定義。

ビジネスロジック実行クラスの定義。

9

16 chunkWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

15 transactionWorker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalWorker

14
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionChunkTrans
actionChildQueuePro
cessor

設定項目名称

8

2 -

項番 Bean ID

1 jobManager

子ジョブマネー
ジャ

7

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

子ジョブ用キュー処理クラスの定義。

-

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

commonj対応親ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

partitionChunkTrans
actionQueueProcesso
r

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

property概要概要 propertyClasses/parent名

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブ実行用マネージャ定義。

親ジョブマネー
ジャ

親ジョブ実行用マネージャ定義。

親ジョブキュープ
ロセッサ

親ジョブ用キュー処理クラスの定義。



ジョブ分割チャンク別トランザクションモデル (リスタート)

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
jobRestartTableHandler 項番31を参照
jobManager 項番2を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

name 初期値『partitionChunkTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番3参照
preProcessor 項番4を参照
postProcessor 項番7を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照

preProcessor 項番5を参照
parentManager 初期値『true』
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

5
restartParentJobPre
Processor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportPr
ocessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler 項番31を参照

postProcessor 項番8を参照

sqlKey リスタート情報クリア用SQL
初期設定値は『jobRestart.DELETE_JOB_RESTART_CLEAR』
である。

parentManager 初期値『true』

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

8
delegatedParentJobP
ostProcessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番9を参照

9 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportPr
ocessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionQueueProcessor』

worker 項番11を参照

jobRestartTableHandler 項番31を参照
jobManager 項番12を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番13参照
preProcessor 項番14を参照
postProcessor 項番17を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番20を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照

preProcessor 項番15を参照

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

15
delegatedJobPreProc
essor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番16を参照

16 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportPr
ocessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

jobRestartTableHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

postProcessor 項番18を参照

sqlKey リスタート情報クリア用SQL
初期設定値は『jobRestart.UPDATE_JOB_RESTART_CLEAR』
である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

18
delegatedJobPostPro
cessor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.
TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番19を参照

19 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportPr
ocessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionChunkTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番21を参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
jobWorker 項番22を参照
jobWorker 項番24を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

jobWorker 項番24を参照
jobRestartTableHandler 項番31を参照
supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照

ジョブBean定義ファイルを参照
sqlKey リスタート情報クリア用SQL

初期設定値は『jobRestart.UPDATE_JOB_RESTART_CLEAR』
である。

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

blogicExecutor 項番26を参照
batchUpdateProcessor 項番25を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

25
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpdat
eProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照

useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照

partitionNo 初期値『-1』

defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

29
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

queryDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

jobRestartInfoFactory 項番22を参照

31
ジョブリスタート
情報用パラメータ
クラス

JobRestartInfoFacto
ry

jp.terasoluna.fw.batch.restart.StandardJobRestartI
nfoFactory

ジョブリスタート情報用パラメータクラスのBean
定義。

なし なし

23 restartPointCloser

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPointCloser リスタートポイント削除用ワーカクラスの定義。

ジョブリスタート管理テーブルのハンドラクラス
用Bean定義。30

ジョブリスタート
管理テーブルハン
ドラ

JobRestartTableHand
ler

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobRestartTableHand
ler

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

28

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

27

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStatu
s

26 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecutor ビジネスロジック実行クラスの定義。

ワーカ

21

チャンク処理クラスの定義。

restartPointUpdater

チャンク処理クラスの定義。

transactionWorker

17 jobPostProcessor

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPostProcesso
r

リスタート時の子ジョブ後処理の定義。

14 jobPreProcessor

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPreProcessor リスタート時の子ジョブ前処理の定義。

11

子ジョブマネー
ジャ

restartChildJobMana
ger

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobContextRestorer

12
restratDelegatedChi
ldJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

13 -

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWork
QueueFactory

partitionChunkTrans
actionQueueProcesso
r

parentjobPostProces
sor

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWork
QueueFactory

-

リスタート時の親ジョブ後処理の定義。

delegatedJobManager

parentjobPreProcess
or

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPreProcessor

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPostProcesso
r

property概要概要 property

リスタート時の親ジョブ前処理の定義。

親ジョブ実行用マネージャ定義。

commonj対応親ジョブ用作業キュー作成クラスの定
義。

親ジョブリスタート実行用マネージャの定義。

Classes/parent名

1 jobManager

jp.terasoluna.fw.batch.restart.JobContextRestorer

設定項目名称項番 Bean ID

10
親ジョブキュープ
ロセッサ

7

4

2

親ジョブマネー
ジャ

3

リスタートポイント登録用ワーカクラスの定義。jp.terasoluna.fw.batch.restart.RestartPointUpdater

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

親ジョブ用キュー処理クラスの定義。

子ジョブ実行用マネージャ定義。

子ジョブリスタート実行用マネージャの定義。

commonj対応子ジョブ用作業キュー作成クラスの定
義。

子ジョブ用キュー処理クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

24 chunkWorker

jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction.T
ransactionalWorker

22

20
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionChunkTrans
actionChildQueuePro
cessor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)



ジョブ分割非トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値『partitionNoTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番4を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番5を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProcess
or

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

4
parentjobPostProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionNoTransactionQueueProcessor』

worker 項番6を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番7参照
preProcessor 項番8を参照
postProcessor 項番9を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
queueProcessor 項番10を参照

8 jobPreProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

9 jobPostProcessor
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionNoTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番11を参照
blogicExecutor 項番12を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

batchUpdateProcessor 項番13を参照

batchUpdateResultHandler フレームワークBean定義ファイルを参照

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

blogic ジョブBean定義ファイルを参照

blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照

defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照

throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。
初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

13
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理実行クラスの定義。 updateDAO データアクセスBeanファイルを参照

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

16
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

14
ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

15
JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

property概要概要 property

子ジョブ実行用マネージャの定義。

親ジョブ用キュー処理クラスの定義。

commonj対応親ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

親ジョブ実行用マネージャの定義。

jobManager

子ジョブ用キュー処理クラスの定義。

commonj対応子ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

Bean ID

1

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

2 -

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

partitionNoTransact
ionQueueProcessor

親ジョブマネー
ジャ

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

Classes/parent名設定項目名称

6

-

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

子ジョブマネー
ジャ

5
親ジョブキュープ
ロセッサ

7

項番

10
子ジョブキュープ
ロセッサ

partitionNoTransact
ionChildQueueProces
sor

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

ビジネスロジック実行クラスの定義。

11

ワーカ

noTransactionWorker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

12 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

チャンク処理クラスの定義。



ジョブ分割単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値

『partitionSingleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProcess
or

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『partitionSingleTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照

10 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『singleTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番17を参照
preProcessor 項番15を参照
postProcessor 項番16を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

15
firstchunkPreProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

16
lastchunkPostProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番19を参照
batchUpdateProcessor 項番18を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

18
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

22
スレッドプールサ
イズ

threadSize java.lang.Integer スレッドプールのサイズ multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

20

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

21

JobStatus jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

partitionSingleTran
sactionQueueProcess
or

commonj対応親ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

Classes/parent名

チャンク処理クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

子ジョブ用キュー処理クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

親ジョブ実行用マネージャの定義。baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブマネー
ジャ

property概要概要 property

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブ実行用マネージャの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

-

親ジョブ用キュー処理クラスの定義。

項番 Bean ID

1 jobManager

設定項目名称

親ジョブマネー
ジャ

2 -

19 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

singleTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

ワーカ

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)7

親ジョブキュープ
ロセッサ

ビジネスロジック実行クラスの定義。

17

9

8

子ジョブキュープ
ロセッサ

14
singleTransactionCh
ildQueueProcessor



ジョブ分割逐次単一トランザクションモデル

0 プレースホルダ - - プレースホルダの定義 import resource 初期値『classpath:common/PlaceHolderConfig.xml』
name 初期値

『sequentialSingleTransactionJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番2参照
preProcessor 項番3を参照
postProcessor 項番5を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番7を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照
multiplicity ジョブBean定義ファイルを参照

3
parentjobPreProcess
or

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番4を参照

4 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

5
parentjobPostProces
sor

transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの親ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番6を参照

6 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

親ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『sequentialSingleTransactionQueueProcessor』

worker 項番8を参照
name 初期値『childJobManager』
collector ジョブBean定義ファイルを参照
workQueueFactory 項番9参照
preProcessor 項番10を参照
postProcessor 項番12を参照
workerExecutorService 同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照

非同期型起動用スレッドプール定義ファイルを参照
queueProcessor 項番14を参照
queueLength デフォルトBean定義ファイルを参照

10 jobPreProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子ジョブ前処理の定
義。

supportProcessor 項番11を参照

11 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

12 jobPostProcessor
transactionalSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.springsupport.transaction
.TransactionalSupportProcessor)

トランザクション管理有りの子ジョブ後処理の定
義。

supportProcessor 項番13を参照

13 -
standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

子ジョブ後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

name 初期値
『singleTransactionChildQueueProcessor』

worker 項番17を参照
preProcessor 項番15を参照
postProcessor 項番16を参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

15
firstchunkPreProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

先頭チャンク前処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

16
lastchunkPostProces
sor

standardSupportProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardSupportP
rocessor)

最終チャンク後処理の定義。 supportLogicList デフォルトBean定義ファイルを参照
ジョブBean定義ファイルを参照

blogicExecutor 項番19を参照
batchUpdateProcessor 項番18を参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
batchUpdateResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

18
batchUpdateProcesso
r

jp.terasoluna.fw.batch.standard.StandardBatchUpda
teProcessor

バッチ更新処理クラスの定義。 updateDAO データアクセスBean定義ファイルを参照

blogic ジョブBean定義ファイルを参照
blogicResultHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
exceptionHandlerMap デフォルトBean定義ファイルを参照
defaultJobExceptionHandler デフォルトBean定義ファイルを参照
throwableHandler ThrowableハンドラのBean定義。

初期設定値は『throwableHandler』である。
デフォルトBean定義ファイルを参照。

mbeanRegister フレームワークBean定義ファイルを参照
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
transactionManager データアクセスBean定義ファイルを参照
useSavepoint デフォルトBean定義ファイルを参照
partitionNo 初期値『-1』
defaultJobExitCodeMap デフォルトBean定義ファイルを参照

22
分割ジョブの多重
起動数

multiplicity java.lang.Integer 分割ジョブの多重起動数 constructor-arg 初期値『1』

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)7

親ジョブキュープ
ロセッサ

ビジネスロジック実行クラスの定義。

17

9

8

子ジョブキュープ
ロセッサ

14
singleTransactionCh
ildQueueProcessor

singleTransactionWo
rker

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobWorker

ワーカ

19 blogicExecutor

jp.terasoluna.fw.batch.core.StandardBLogicExecuto
r

項番 Bean ID

1 jobManager

設定項目名称

親ジョブマネー
ジャ

2 -

子ジョブマネー
ジャ

property概要概要 property

childJobManager

baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

子ジョブ実行用マネージャの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

-

親ジョブ用キュー処理クラスの定義。sequentialSingleTra
nsactionQueueProces
sor

commonj対応親ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

Classes/parent名

チャンク処理クラスの定義。

baseQueueProcessor
(jp.terasoluna.fw.batch.standard.QueueProcessor)

子ジョブ用キュー処理クラスの定義。

jp.terasoluna.fw.batch.commonj.WorkManagerTaskWor
kQueueFactory

commonj対応子ジョブ用作業キュー作成クラスの
定義。

親ジョブ実行用マネージャの定義。baseManager
(jp.terasoluna.fw.batch.core.JobManager)

jp.terasoluna.fw.batch.core.JobStatus ジョブの処理状況用Bean定義。

jp.terasoluna.fw.batch.monitor.MonitorableJobStat
us

監視用ジョブの処理状況用Bean定義。

20

ジョブの処理状況
クラス

MonitorableJobStatu
s

21

JobStatus



ファイルアクセス

1
CSVファイルアクセス
用（入力）DAO

csvFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVFileQueryDAO
/ fileQueryDAO CSVファイルアクセス用（入力）DAO

- -

2
固定長ファイルアク
セス用（入力）DAO

fixedFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.FixedFileQueryDA
O / fileQueryDAO 固定長ファイルアクセス用（入力）DAO

- -

3
可変長ファイルアク
セス用（入力）DAO

variableFileQueryDA
O

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.VariableFileQuer
yDAO / fileQueryDAO 可変長ファイルアクセス用（入力）DAO

- -

4
その他ファイルアク
セス用（入力）DAO

plainFileQueryDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.PlainFileQueryDA
O / fileQueryDAO その他ファイルアクセス用（入力）DAO

- -

textSetterMap 内容については項番6～9を参照

validator 項番10を参照

6 -
key:java.lang.String
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetString

カラムフォーマットクラスの定義。（String型） - -

7 -
key:java.util.Date
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetDate

カラムフォーマットクラスの定義。（Date型） - -

8 -
key:java.math.BigDecimal
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetDecimal

カラムフォーマットクラスの定義。（BigDecimal
型）

- -

9 -
key:int
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextSetInt

カラムフォーマットクラスの定義。（int型） - -

10 -
org.springmodules.validation.commons.DefaultBeanVal
idator

バリデータのサンプルBean定義。 validatorFactory 項番11を参照

11
ファイル入力チェッ
ク（バリデータファ
クトリの記述例）

validatorFactory
jp.terasoluna.fw.validation.springmodules.DefaultVa
lidatorFactoryEx

ファイル入力チェック（バリデータファクトリの
記述例）

validationConfigLocati
ons

-

12
CSVファイルアクセス
用（出力）DAO

csvFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.CSVFileUpdateDAO
/ fileUpdateDAO CSVファイルアクセス用（出力）DAO

- -

13
固定長ファイルアク
セス用（出力）DAO

fixedFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.FixedFileUpdateD
AO / fileUpdateDAO 固定長ファイルアクセス用（出力）DAO

- -

14
可変長ファイルアク
セス用（出力）DAO

variableFileUpdateD
AO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.VariableFileUpda
teDAO / fileUpdateDAO 可変長ファイルアクセス用（出力）DAO

- -

15
その他ファイルアク
セス用（出力）DAO

plainFileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.PlainFileUpdateD
AO / fileUpdateDAO その他ファイルアクセス用（出力）DAO

- -

16 fileUpdateDAO
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.AbstractFileUpda
teDAO

ファイルアクセス用（出力）DAO 共通定義 textGetterMap 内容については項番17～20を参照

17 -
key:java.lang.String
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetString

ファイル書き込み用カラムフォーマットクラスの
定義。（String型）

- -

18 -
key:java.util.Date
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetDate

ファイル書き込み用カラムフォーマットクラスの
定義。（Date型）

- -

19 -
key:java.math.BigDecimal
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetDecimal

ファイル書き込み用カラムフォーマットクラスの
定義。（BigDecimal型）

- -

20 -
key:int
jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.TextGetInt

ファイル書き込み用カラムフォーマットクラスの
定義。（int型）

- -

Bean ID

fileQueryDAO

jp.terasoluna.fw.file.dao.standard.AbstractFileQuer
yDAO

ファイルアクセス用（入力）DAO 共通定義

property概要概要 propertyClasses/parent名設定項目名称

5

項番

ファイルアクセス用
（出力）DAO 共通定
義

ファイルアクセス用
（入力）DAO 共通定
義
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